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各  位 
 

NUBIC 知的財産情報の要約を公開いたします。 
技術移転等を御希望の場合は，ホームページの「NUBIC 技術シーズ案件申込」フォームからお

申込みください。各担当コーディネーターから御連絡申し上げます。 
「NUBIC技術シーズ案件申込」フォーム： 

TOP＞共同・受託研究＞申込書／契約書＞本学研究シーズの利活用の申込み＞WEB から 
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表題 超音波投射装置 
発明の概要・応用 音圧及び指向性の高い超音波を空気中に投射可能な小型の超音波投射装

置の提供。 
投射する超音波に応じた振動を発生する振動部と、振動部の先端面から

延出する支柱５と、支柱５の先端に固定されて振動が伝達されることによ

りたわみ振動すると共に、外縁が支柱５の周面に対して支柱の径方向外側

に突出して位置する振動板６とを備え、振動板６は、外縁の全周において

外縁から支柱５までの最短距離寸法がたわみ振動の波長の４分の１以下で

あり、支柱５は、延出方向における長さ寸法が支柱５における縦振動の波

長の４分の１以下である超音波投射装置１からなる。 
すなわち、支柱５により加振された振動板６が全面同相で、かつ大振幅

で振動をするため、音圧及び指向性が鋭い超音波を空気中に投射可能であ

る。 

 
 

発明の特徴・効果 正面方向に主極をもつ強力な空中放射音波を得ることができる。大振幅

のため，雨等の水分が円板に付着した場合に霧化するため，雨等の影響を

受けにくい。 
車載用超音波センサ，超音波アレイ装置として利用可。 

技術分野 電気・電子 機械・加工  
 


